
 

 

 

 

 

第 23 回佐賀県障がい者文化芸術作品展         

【入賞者  審査員講評】 
賞 名 氏名又は作家名 所  属 作品名 

知 事 賞 江口
え ぐ ち

 道雄
み ち お

 株式会社 桜樹会 
【絵画の部】 

暖かい冬 

（審査員講評：山田 直行 先生） 
知事賞の「暖かい冬」は、小鳥と対話する人物や空に浮かぶ雲の表現に、ほのぼのとした温もりが伝わ

ってきます。 

 

 

イ オ ン 賞 中島
なかしま

 久美子
く み こ

 ぞうさん家 
【工芸の部】 

チョコレートパフェ 

（イオン賞講評：川上 淳文 店長） 
色紙を興味深い方法で作品に用いられ、その独創性と緻密さに驚きました。色とりどりの果物とチョコ

レート、思わず食べたくなるような楽しさあふれる作品です。 

 

 

【書の部】 

金 賞 本村
もとむら

  碧
そ ら

 佐賀大学附属特別支援学校高等部 臨 蘭亭序 

銀 賞 池田
い け だ

 敏
と し

憲
の り

 佐賀市身体障害者福祉協会連合会 漢詩 

銅 賞 諸岡
もろおか

 真理子
ま り こ

 多布施クリニック 烟雲硯池冷か 

佳 作 藤瀬
ふ じ せ

 泰
や す

寛
ひ ろ

 佐賀市 竹 

佳 作 溝上
みぞかみ

 好美
こ の み

 
社会福祉法人 鹿爽会 

ぞうさん家 
ありがとう 

努力賞 谷口
たにぐち

 絹
き ぬ

江
え

 佐賀市身体障害者福祉協会連合会 漢詩 

努力賞 新谷
しんがい

 千夏子
ち か こ

 多布施クリニック 北国 

 （審査員講評：竹之内 裕章先生） 
〔金賞〕  本村  碧  蘭亭序の臨書、１点１画しっかり強く書けています。 

〔銀賞〕  池田 敏憲  この作品も強い線で丁寧に書かれています。 

〔銅賞〕  諸岡 真理子 ゆったりと気持ちよく書けました。一貫性があります。 

佐賀さいこうアートプロジェクト 2023 

アートで佐賀を“再興”し人々に 

 楽しさや感動を与える“最高”の佐賀を目指します。 



 

【絵画の部】 

銀 賞 平地
ひ ら ち

 晴翔
は る か

 
ライフステージ多久     

［たんぽぽのうた・わたぼうし］ 
虹のカケラ 2023-7 

銅 賞 山
や ま

﨑
さ き

 菜花
な の か

 
障害者自立支援施設       

コロニーみやき 楽しい動物園 

佳 作 永田
な が た

 一将
かずまさ

 肥前茗荷会 夕焼けの公園 

佳 作 前田
ま え だ

 知佳
ち か

 就労継続支援 B 型 メヌエット かお 

努力賞 桑原
くわはら

 リツ子
り つ こ

 
ライフステージ多久     
［たんぽぽのうた・わたぼうし］ 

いつか どこかで 

努力賞 横山
よこやま

 さゆり 佐賀西部コロニー 多良岳福祉園 やさしい像 

 （審査員講評：山田 直行先生） 

 切り絵やコラージュ、水彩、油彩、色鉛筆など表現は自由で無限です。今回は昨年より多い作品が寄せ

られました。 

 

 

【手芸の部】 

金 賞 真島
ま し ま

 文子
ふ み こ

 神埼市身体障害者福祉協会 カーディガン 1 式 

銀 賞 
井上
いのうえ

 

日出子
ひ で こ

 

からつ医療福祉センター    

久里双水園 
私の日常 

銅 賞 井上
いのうえ

 勝
か つ

規
の り

 障害者支援施設 鹿島療育園 ぼくの好きな花 

佳 作 
光岡
みつおか

 

多鶴子
た づ こ

 

佐賀よどひめ工房 日本刺繡 半襟 

佳 作 吉村
よしむら

 知
ち

紘
ひ ろ

 障害者支援センター SAKURA ティンカーベル 

努力賞 森田
も り た

 ゆかり 障害者支援施設 あすなろの里 小物入れ ステッチ 3 選 

努力賞 吉永
よしなが

 由
ゆ

菜
な

 Warmly ひだまり山荘 
ダイアモンドアート      

シンデレラ城 

 （審査員講評：岡崎 繁代先生） 

手芸はさまざまな技法があり、いつも悩まされます。 

それぞれの技法で作品作りに努力されているのが感じられます。 



ウール作品と小さなビーズを組み合わされて手にあまる作業が目にうかぶ思いでした。 

編物もアンサンブルにされているのがステキでした。 

 

 

【写真の部】 

金 賞 尾
お

﨑
ざ き

 ちひ

ろ 

ぞうさん家 私の好きなもの 

銀 賞 小川
お が わ

 章典
あきのり

 作業所 桜花 春の誘い 

銅 賞 
西
に し

  世
せ い

史郎
し ろ う

 

佐賀よどひめ工房 あの日のタイムマシーン 

佳 作 寺山
てらやま

 保
や す

久
ひ さ

  障害者支援施設 あすなろの里 秋の風景 

佳 作 数
か ず

少
すくな

 
就労継続支援 B 型  
ワンフラワー佐賀 

道端の日射す地下 

努力賞 田崎
た さ き

 勇
ゆ う

太
た

 障害者支援施設 あすなろの里 僕のお友達 

努力賞 かい 
障がい者ビジネススクール 
ユニカレさがプレ 

ナラとシンバの奇跡のハート 

 （審査員講評：岩永 利雄先生） 

 写真はありのまま撮ることでその瞬間を表現する事ができ、誰にでも自分の思いを伝える事ができま

す。金賞の「私の好きなもの」は、雲であったり、インコや風景を組み合わせて上手くまとめています。銀賞

の「春の誘い」はメジロの一瞬を上手くとらえてあり桜の春も美しいです。 銅賞は夕闇迫る都会の風景

を上手く切り撮っています。 

 

【和・洋裁の部】 

金 賞 武本
たけもと

 キヌヨ 鳥栖市身障者福祉協会 
黒留袖のロングジャケット

とストール 

銀 賞 坂井
さ か い

 梨
り

珠
ず

 佐賀県立ろう学校 ワンピーススタイル 

銅 賞 興梠
こおろき

 陽子
よ う こ

 鳥栖市身障者福祉協会 ブラウス・スーツ 

佳 作 浦津
う ら つ

 綾
あ や

香
か

 佐賀県立ろう学校 
Waku waku odekake 

in summer 

佳 作 
藤井
ふ じ い

 美
み

佐
さ

枝
え

 

鳥栖市身障者福祉協会 チュニック 



努力賞 立石
たていし

 廣子
ひ ろ こ

 鳥栖市身障者福祉協会 傘の再利用のエコバック 

努力賞 永渕
ながぶち

 洋子
よ う こ

 株式会社 桜樹会 白雪姫と七人の小人 

（審査員講評：岡崎 繁代先生） 

 本年も和裁がなかったのが残念でした。しかし、リフォーム、リサイクルされ作られた作品が数点ありま

したが今らしいと感じました。 

 きもののリフォームは生地が、たらんとして縫いにくかったと思います。 

 今回も糸の仕末がきちんとされていない物もあり残念に思った作品もありました。 



【工芸の部】 

金 賞 江口
え ぐ ち

 清
し ん

吾
ご

 障害者施設 若木園 輪（和）の心 花札 

銀 賞 加藤
か と う

 優
ゆ う

治
じ

 佐賀西部コロニー 多良岳福祉園 牡丹の花 

銅 賞 竹下
たけした

  仁
じ ん

 佐賀県立ろう学校 理想の机 

佳 作 
梅谷
う め た に

 友子
と も こ

 

島田
し ま た

 幸枝
さ ち え

 
めぐみ厚生センター どりぃむ さげもん 

佳 作 森
も り

池
い け

 勝利
かつとし

 鳥栖市身障者福祉協会 カエルの合唱団 

努力賞 
相川
あいかわ

 

美奈子
み な こ

 

多布施クリニック 昆虫図鑑 

努力賞 石橋
いしばし

 一
か ず

寛
ひ ろ

 かがやきの丘 猫皿 

 （審査員講評：大庭 敬子先生） 
折り紙、ちぎり絵、陶器、木工等いろいろな素材を使って身のまわりで使える物、飾って楽しむ物等を

考え工夫してていねいに作ってあります。多くの作品が出品され、いずれの作品も劣らぬものばかりで

す。今後も手づくりを楽しみながら創作し続けられることを祈念します。 

 

審査員特別賞 (小学生以下の作品から 10 点) 

【絵
画
の
部
】 

釘
くぎ

島
し ま

 逢希
あ い き

 唐津市 はしれ！ぼくの馬‼ 

清水
し み ず

 樹里
じ ゅ り

 くろかみ学園 世界平和 

小川
お が わ

 太郎
た ろ う

 佐賀県立中原特別支援学校 鳥栖田代分校 でかいタブレット 

龍頭
りゅうとう

  快
かい

 佐賀県立中原特別支援学校 鳥栖田代分校 めっちゃあまいコーヒー 

高倉
たかくら

 夢響
な び き

 医療的ケア対応重心型デイ にこっと にぎにぎ 

【工
芸
の
部
】 

横
よ こ

武
た け

 奏
み

海
な と

 佐賀県立ろう学校 ふわふわの はこ 

濱田
は ま だ

 航
こ う

輝
き

 唐津市 ショベルカー 

松尾
ま つ お

 ゆいと 佐賀県立伊万里特別支援学校 カップケーキ 

宮田
み や た

 聡
そう

真
ま

 児童発達支援センター くれよん 輝け 未来 

前野
ま え の

 葵
あお

衣
い

 児童発達支援センター くれよん 輝け 未来 

 

今回は 573 点の応募をいただき、ありがとうございました。                          

入賞された皆様おめでとうございます。  



この作品展が、障がい者に対する理解や障がい者の創作意欲の向上の一助になればと期待します。          
次回もより多くの作品をお待ちしています。                        企画スタッフ一同 


